
 

 

 

20 × 20 

「

行

政

・

議

会

・

自

分

(

議

員

)

の

常

識

に

 

疑

い

を

持

つ

こ

と

か

ら

」

 

北

海

道

福

島

町

議

会

議

長

 

溝

部

幸

基

 

（

次

期

改

選

期

に

向

け

た

近

況

）

 

二

月

九

日

、

六

日

間

・

十

七

会

場

で

開

催

し

た

「

町

民

と

議

員

の

懇

談

会

」

が

、

無

事

終

了

、

コ

ロ

ナ

禍

の

中

で

も

中

断

す

る

こ

と

な

く

継

続

で

き

安

堵

し

ま

し

た

。

議

会

活

動

の

説

明

中

心

か

ら

、

車

座

に

な

っ

て

町

民

の

話

し

を

聞

く

こ

と

へ

重

点

を

置

い

た

懇

談

会

の

手

法

に

慣

れ

て

き

た

こ

と

も

あ

り

、

皆

さ

ん

か

ら

多

岐

に

わ

た

る

意

見

を

頂

き

ま

し

た

。

町

行

政

側

へ

も

実

施

報

告

書

を

手

交

し

、

課

題

等

に

つ

い

て

は

、

今

後

、

議

会

と

し

て

調

査

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

特

に

、

次

期

改

選

（

本

年

八

月

選

挙

）

に

向

け

た

「

議

員

定

数

・

歳

費

」

に

つ

い

て

は

、

厳

し

い

意

見

も

あ

り

ま

し

た

が

、

概

ね

議

会

だ

よ

り

に

示

し

た

議

会

基

本

条

例

諮

問

会

議

の

答

申

案

（

定

数

十

名

維

持

、

歳

費

は

基

準

額

を

特

別

職

の

平

均

額

か

ら

町

長

報

酬

と

し

て

、

そ

の

三

十

％

）

に

つ

い

て

ご

理

解

が

得

ら

れ

た

と

判

断

し

、

六

月

定

例

会

提

案

に

向

け

て



 

 

 

20 × 20 

所

定

の

手

続

き

を

進

め

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

 
人

口

減

少

下

、

今

後

の

「

議

会

活

動

と

定

数

の

在

り

方

」

に

つ

い

て

は

、

次

期

体

制

の

中

で

引

続

き

検

討

す

べ

き

課

題

と

捉

え

て

お

り

、

な

り

手

不

足

対

策

と

し

て

は

、

「

議

会

の

役

割

」

「

議

会

と

行

政

の

仕

組

み

」

が

良

く

わ

か

ら

ず

「

敷

居

が

高

い

、

改

め

て

周

知

・

発

信

し

て

欲

し

い

」

等

の

意

見

も

あ

り

、

気

軽

に

参

加

で

き

る

機

会

を

さ

ら

に

積

極

的

に

提

供

し

て

い

か

な

け

れ

ば

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

 

（「

開

か

れ

た

議

会

づ

く

り

」

三

つ

の

視

点

）

 

① 

議

会

の

主

役

は

、

議

員

：

二

元

代

表

制

と

し

て

の

議

会

の

役

割

は

何

か

、

議

会

の

主

役

で

あ

る

こ

と

を

自

覚

し

、

行

政

依

存

・

追

認

か

ら

脱

皮

し

、

主

体

性

を

持

っ

て

議

会

の

意

思

決

定

を

す

る

に

は

ど

う

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

と

い

う

視

点

。

 

 

・

行

政

の

諮

問

機

関

か

ら

議

員

撤

退

 

 

・

事

前

協

議

の

原

則

中

止

（

開

催

の

際

は

、

本

会

議

場

で

ビ

デ

オ

配

信

し

、

参

画

を

認

め

る

）

 

 

・

不

当

要

求

行

為

防

止

条

例

制

定

（

働

き

か

け

の

取

り

扱

い

方

針

を

議

会

決

議

→

町

政

へ

の

働

き

か



 

 

 

20 × 20 

け

の

取

り

扱

い

要

綱

を

行

政

側

が

策

定

→

議

会

が

防

止

条

例

を

提

案

→

倫

理

条

例

を

制

定

）

 

 

・

議

長

か

ら

改

革

情

報

の

発

信

（

町

広

報

へ

年

頭

所

感

、

定

例

会

開

会

挨

拶

、

懇

談

会

等

）

 

② 

住

民

が

参

画

す

る

議

会

：

議

員

を

選

挙

す

る

住

民

の

意

向

を

行

政

に

反

映

さ

せ

る

住

民

参

画

の

視

点

。

議

会

活

動

を

理

解

し

て

も

ら

う

た

め

に

情

報

を

共

有

す

る

と

い

う

住

民

の

側

に

立

つ

視

点

。

 

・

会

議

の

原

則

公

開

（

参

画

機

会

の

拡

充

）

 

・

取

締

る

傍

聴

規

則

→

歓

迎

す

る

規

則

→

参

画

す

る

条

例

（

議

員

を

選

ん

だ

町

民

を

取

締

る

規

則

で

良

い

の

か

。

写

真

、

ビ

デ

オ

撮

影

容

認

。

幼

児

、

子

ど

も

の

帯

同

を

認

め

る

。） 

・

参

画

者

へ

議

案

（

資

料

）

を

配

布

し

審

議

内

容

が

わ

か

り

や

す

く

し

た

。

 

・

住

民

懇

談

会

の

積

極

開

催

（

情

報

を

共

有

し

住

民

意

見

を

し

っ

か

り

聴

取

し

行

政

へ

反

映

。
） 

・

選

挙

公

報

の

発

行

（

候

補

者

一

人

八

百

枚

の

選

挙

用

は

が

き

を

申

し

合

わ

せ

で

自

粛

し

、

候

補

者

全

員

の

公

約

を

掲

載

し

全

戸

配

布

。

経

費

節

減

）

 



 

 

 

20 × 20 

・

議

会

、

議

員

の

評

価

制

度

導

入

（

議

会

、

議

員

活

動

を

知

っ

て

い

た

だ

く

。

一

年

の

活

動

を

振

り

返

り

問

題

点

を

整

理

し

、

総

括

的

な

反

省

を

踏

ま

え

て

次

年

度

の

目

標

設

定

を

す

る

。） 

・

夜

間

、

休

日

議

会

の

開

催

（

三

月

会

議

の

夜

間

議

会

で

一

般

質

問

。

初

議

会

は

曜

日

に

関

係

な

く

任

期

初

日

に

開

催

。

前

回

は

土

曜

日

）

 

・

議

会

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

開

設

、

議

会

白

書

発

行

 

・

議

会

研

修

会

（

講

習

会

）

へ

の

住

民

参

加

 

③ 

変

化

を

恐

れ

な

い

議

会

：

地

方

分

権

改

革

、

三

位

一

体

改

革

、

地

方

創

生

改

革

、

市

町

村

合

併

等

々

、

国

全

体

が

大

き

く

変

動

し

て

い

る

社

会

情

勢

の

中

で

保

守

的

な

議

会

・

行

政

も

、

常

に

変

革

し

続

け

な

け

れ

ば

な

ら

い

と

い

う

自

己

改

革

の

意

識

を

醸

成

す

る

た

め

の

視

点

。

 

こ

の

三

つ

が

常

に

改

革

を

心

掛

け

る

福

島

町

議

会

の

基

本

姿

勢

を

示

す

視

点

で

、

全

国

の

先

進

事

例

を

参

考

に

し

な

が

ら

「

気

が

つ

い

た

こ

と

か

ら

・

で

き

る

事

か

ら

」

を

合

言

葉

に

現

行

法

で

で

き

る

も

の

か

ら

順

次

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

 

町

民

に

見

え

や



 

 

 

20 × 20 

す

い

町

政

の

「

計

画

・

執

行

」

部

分

を

担

当

す

る

行

政

に

比

べ

、

「

決

定

・

監

視

・

検

証

」

す

る

議

会

の

活

動

は

、

町

民

に

見

え

づ

ら

く

，

解

り

づ

ら

い

仕

組

み

に

な

っ

て

い

る

。

歓

迎

す

る

参

画

条

例

、

議

会

だ

よ

り

・

議

会

Ｈ

Ｐ

の

開

設

・

諮

問

会

議

・

懇

談

会

と

情

報

共

有

す

る

た

め

の

努

力

は

し

て

き

た

つ

も

り

で

す

が

あ

ま

り

成

果

は

見

え

な

く

、

議

会

や

議

員

の

こ

と

が

よ

く

理

解

さ

れ

な

い

状

況

が

続

き

ま

す

。

 

 

調

査

段

階

で

の

討

議

・

提

言

に

よ

る

議

会

の

意

思

の

反

映

は

多

く

の

場

面

で

あ

り

ま

し

た

。

 
 

・

公

共

下

水

道

計

画

の

中

止

(

総

事

業

費

百

三

十

億

、

起

債

五

十

億

、

基

本

計

画

作

成

後

中

止

) 
 

・

温

泉

ホ

テ

ル

構

想

の

中

止

(

町

営

で

宿

泊

百

人

規

模

。

計

画

段

階

で

議

会

調

査

を

経

て

中

止

) 
 

・

財

務

シ

ス

テ

ム

更

新

で

の

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

実

施

(

約

四

千

万

円

コ

ス

ト

削

減

) 
 

・

選

挙

の

平

日

投

票

(

百

七

十

万

円

人

件

費

削

減

、

選

挙

期

間

に

土

・

日

を

挟

み

期

日

前

投

票

を

徹

底

) 
 

・

町

づ

く

り

基

本

条

例

早

期

制

定

(

一

般

質

問

・

所

管

調

査

、

年

頭

所

感

等

で

策

定

を

促

が

す

) 
 



 

 

 

20 × 20 

・

情

報

公

開

の

充

実

(

議

会

Ｈ

Ｐ

の

先

行

改

善

に

よ

り

、

刺

激

を

受

け

町

Ｈ

Ｐ

も

充

実

し

て

き

た

) 
 

・

火

葬

場

建

設

費

の

抑

制

(

常

任

委

の

所

管

調

査

か

ら

特

別

委

設

置

、

規

模

縮

小

一

億

一

千

万

円

削

減

) 
 

・

合

併

問

題

の

対

応
(

任

意

合

併

協

議

会

の

段

階

か

ら

特

別

委

設

置

、

合

併

破

綻

後

に

議

会

主

催

で

住

民

説

明

会

を

開

催

し

破

綻

に

至

る

経

過

、

自

律

判

断

、

議

会

改

革

等

を

説

明

し

意

見

交

換

)

等

い

ず

れ

の

段

階

で

も

、

行

政

が

町

民

に

向

か

っ

て

、

議

会

の

お

陰

で

こ

れ

だ

け

節

減

さ

れ

ま

し

た

、

良

く

な

り

ま

し

た

と

話

さ

れ

た

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

隣

町

と

の

合

併

を

せ

ず

、

自

立

の

道

を

選

択

、

厳

し

い

状

況

の

中

で

財

政

破

綻

を

回

避

す

る

こ

と

に

一

定

の

役

割

を

果

た

し

て

き

た

と

思

い

ま

す

が

、

町

民

に

解

る

よ

う

議

会

が

主

体

性

を

持

ち

は

っ

き

り

と

対

論

・

修

正

案

等

を

示

す

こ

と

が

少

な

か

っ

た

と

も

思

い

ま

す

。

 
 

（

改

革

へ

の

思

い

を

込

め

て

）

 

 

平

成

十

九

年

六

月

、

改

選

を

前

に

総

括

的

な

議

会

報

告

を

兼

ね

た

町

民

懇

談

会

を

開

催

。

｢

開

か

れ

た

議

会

づ

く

り

｣

の

課

題

と

合

わ

せ

て

、

議

会

基

本

条



 

 

 

20 × 20 

例

施

行

に

向

け

て

十

九

項

目

の

タ

イ

ム

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

（

資

料

①

）

を

示

し

た

。

 

議

会

基

本

条

例

の

前

文

に

は

、

「

開

か

れ

た

議

会

づ

く

り

」

の

集

大

成

と

し

て

、

決

し

て

こ

の

改

革

を

後

退

さ

せ

な

い

と

の

強

い

思

い

が

込

め

ら

れ

て

お

り

、

合

議

制

の

議

会

と

独

任

制

の

町

長

が

緊

張

関

係

を

維

持

し

な

が

ら

、

政

策

を

め

ぐ

る

立

案

・

決

定

・

執

行

・

監

視

 
(

評

価

)

に

お

け

る

論

点

・

争

点

を

明

確

に

し

、

善

政

を

競

い

合

う

と

し

て

、

不

断

の

努

力

を

続

け

る

こ

と

を

約

束

し

て

お

り

ま

す

。

善

政

の

イ

メ

ー

ジ

は

、

先

ず

、

行

政

を

追

認

し

て

き

た

今

ま

で

の

議

会

活

動

に

つ

い

て

、

全

て

を

否

定

す

る

訳

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

「

結

果

責

任

」

と

し

て

し

っ

か

り

認

識

し

反

省

す

る

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

。

そ

の

上

で

、

議

会

と

し

て

、

議

員

と

し

て

｢

役

割

分

担

｣

す

る

事

を

し

っ

か

り

意

識

し

、

町

の

未

来

を

展

望

し

、

未

来

へ

挑

戦

す

る

「

協

働

の

町

づ

く

り

」

へ

と

行

動

(

議

会

活

動

)

す

る

事

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

基

本

条

例

を

作

る

こ

と

が

目

的

で

は

あ

り

ま

せ

ん

、

町

づ

く

り

基

本

条

例

と

議

会

基

本

条

例

の

目

的

達

成

の

た

め

の

実
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行

課

題

は

、

「

住

民

・

議

会

・

行

政

の

協

働

」

で

す

。

両

基

本

条

例

の

実

践

で

過

去

の

手

法

を

反

省

し

、

如

何

に

住

民

の

意

識

を

高

め

、

単

な

る

受

け

身

の

参

加

か

ら

積

極

・

能

動

的

な

参

画

・

協

働

へ

結

び

付

け

る

こ

と

が

で

き

る

か

が

重

要

で

す

。

 

議

会

基

本

条

例

で

は

、

「

わ

か

り

や

す

く

町

民

が

参

画

す

る

議

会

」

「

し

っ

か

り

と

討

議

を

す

る

議

会

」

 

「

町

民

が

実

感

で

き

る

政

策

を

提

言

で

き

る

議

会

」

を

重

要

な

視

点

（

資

料

②

）

と

し

て

お

り

、

批

判

、

牽

制

、

検

証

・

評

価

を

基

本

と

し

、

し

っ

か

り

と

議

論

・

討

議

を

し

、

政

策

形

成

の

で

き

る

だ

け

早

い

段

階

に

議

会

・

議

員

の

意

思

を

示

し

提

言

す

る

こ

と

を

意

識

し

、

計

画

・

予

算

か

ら

決

算

・

評

価

に

至

る

各

段

階

で

政

策

の

具

現

化

を

目

指

し

て

積

極

的

な

議

会

活

動

を

展

開

し

て

お

り

ま

す

。

常

任

委

員

会

活

動

を

重

視

し

、

所

管

調

査

と

し

て

時

宜

に

合

っ

た

課

題

に

取

り

組

み

、

論

点

・

争

点

を

明

確

に

し

た

提

言

を

町

長

に

手

交

す

る

こ

と

が

特

徴

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 

（

常

識

に

疑

い

を

持

つ

こ

と

か

ら

）

 

「

議

会

が

無

く

な

っ

て

困

り

ま

す

か

」

「

議

員

は
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な

ぜ

必

要

な

の

か

」

と

問

わ

れ

て

明

解

に

答

え

ら

れ

る

議

員

は

ど

れ

だ

け

い

る

だ

ろ

う

か

？

 

議

会

・

議

員

に

関

す

る

テ

レ

ビ

や

新

聞

の

報

道

は

、

相

変

わ

ら

ず

悪

い

事

ば

か

り

で

、

頑

張

っ

て

活

躍

し

 

て

い

る

と

い

う

話

は

殆

ど

な

い

。

公

共

事

業

へ

の

不

当

介

入

、

政

務

活

動

費

の

悪

用

、

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

等

々

、

批

判

さ

れ

て

当

然

の

醜

態

が

続

き

、

結

果

、

い

つ

ま

で

た

っ

て

も

住

民

の

信

頼

は

回

復

さ

れ

ず

、

議

会

活

動

に

対

す

る

疑

心

暗

鬼

は

払

拭

さ

れ

ず

、

「

議

員

定

数

削

減

」、

「

報

酬

削

減

」

の

声

は

収

ま

ら

ず

、

「

議

会

不

用

論

」

ま

で

出

て

く

る

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

う

。

長

い

年

月

を

か

け

て

定

着

し

た

悪

し

き

慣

習

は

、

改

革

し

よ

う

と

す

る

議

員

の

自

律

心

を

育

て

る

事

無

く

、

利

益

誘

導

を

期

待

す

る

企

業

・

住

民

に

迎

合

し

、

行

政

の

追

認

機

関

に

甘

ん

じ

、

改

善

で

き

ず

に

蔓

延

し

た

状

況

が

長

く

続

く

結

果

と

な

っ

て

し

ま

う

。

慢

性

化

し

た

体

質

は

、

相

当

の

覚

悟

を

決

め

時

間

を

か

け

て

真

剣

に

取

り

組

ま

な

け

れ

ば

治

癒

で

き

な

い

難

病

で

、

一

朝

一

夕

で

改

善

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

議

会

改

革

へ

真

面

目

に

、

真

剣

に

取

り

組

み
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挑

戦

し

て

も

大

き

な

抵

抗

を

受

け

遅

々

と

し

て

進

ま

ず

そ

の

得

体

の

し

れ

な

い

壁

を

破

る

こ

と

が

で

き

な

い

状

況

が

ま

だ

ま

だ

続

い

て

い

る

。

こ

の

事

は

、

背

景

は

多

少

違

い

ま

す

が

、

実

際

に

｢

開

か

れ

た

議

会

｣

を

目

標

に

議

会

改

革

に

取

り

組

ん

で

き

た

実

感

で

も

あ

り

ま

す

。

 

地

方

分

権

時

代

に

あ

っ

て

の

地

方

制

度

は

、

画

一

的

な

も

の

で

は

な

く

、

地

方

自

治

体

に

と

っ

て

の

選

択

肢

を

可

能

な

限

り

多

く

設

定

す

る

こ

と

に

意

義

が

あ

る

と

思

い

ま

す

が

、

じ

っ

と

受

身

で

待

つ

の

で

は

な

く

自

ら

主

体

的

に

、

完

全

な

自

治

体

と

し

て

「

自

由

と

責

任

」

を

持

っ

た

真

の

地

方

政

府

を

目

指

し

た

改

革

を

覚

悟

し

、

議

会

・

議

員

と

し

て

も

、

今

な

す

べ

き

こ

と

・

で

き

る

こ

と

は

、

す

ぐ

に

で

も

実

行

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

行

政

・

議

会

と

い

う

超

保

守

的

な

組

織

を

改

革

す

る

こ

と

は

ま

だ

ま

だ

至

難

の

業

で

す

が

、

自

分

を

変

え

る

こ

と

は

可

能

だ

と

思

い

ま

す

。

議

員

と

し

て

、

先

ず

は

、

「

行

政

・

議

会

そ

し

て

自

分

(

議

員

)

の

常

識

に

疑

い

を

持

つ

こ

と

」

か

ら

始

め

る

事

を

提

案

し

ま

す

。

 


